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Ⓒみんなのよい食プロジェクト
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サヤエンドウ・ソラマメ

家庭菜園

今月の

今月のレシピ今月のレシピ

ＪＡ女 性 会
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「ＪＡ佐久浅間」をブランド化シナノパール収穫へ

和歌山県で農産物をＰＲ

さくあさマルシェ適期収穫講習会・目揃え会

トラックセール

産地の魅力を伝えるシール

時計台の完成を祝う関係者

出荷規格を確認する生産者

　佐久平駅南土地区画整理組合は１０月１日、砂田公
園で時計台の除幕式を行いました。平成３０年に組合
を設置し、新たな街づくりの竣工記念として時計台を
制作。佐久市出身の漫画原作者、武論尊氏の代表作
「北斗の拳」の主人公「ケンシロウ」を文字盤にデザ
インしたもの。柳田清二佐久市長は「多くの人を引き
つける拠点として、ファンや観光客が訪れて楽しんで
ほしい」と話しました。

　当ＪＡでは果樹重点品目に位置付け「シナノパール
栽培研究会」を設置し、安定生産に向けて取り組んで
います。９月１６日、さく農産物総合集荷所でシナノ
パール適期収穫講習会を開き、生産者や関係者ら１８
人が参加しました。佐久農業農村支援センターの内田
飛鳥技師は「重量は２００ｇと概ねクリアされている
が、成熟のバラツキが大きい。酸が抜けてから収穫し
てほしい」と適期収穫を呼び掛けました。

　当ＪＡは９月２０日、和歌山県新宮市の「スーパー
センターオークワ南紀店」でトラックセールを開催し
ました。トラックセールは当ＪＡ管内の農産物を直接
トラックで運び、新鮮な野菜が並ぶことで好評です。
当日は開店前から行列ができ、ハクサイやレタス、ブ
ロッコリーなどを中心に販売しました。開店前から並
んでいた女性は「新鮮な高原野菜が安く手に入るの
で、毎年楽しみにしている」と話していました。

　当ＪＡは、プロジェクトチームを設立して「ＪＡ佐久浅
間」をブランド化する戦略を進めています。プロジェクト
では消費者が農産物を購入する際「長野県産」から一歩踏
み込み「佐久浅間産」で選んでもらうことを目指します。
プロジェクトチームは営農経済部を中心に、ブランディン
グコンサル会社などが参画。特定の農産物をブランド化す
るのではなく、多品目産地や品質の高さ、交通アクセスの
良さといった強みを生かし、消費者に「ＪＡ佐久浅間」を
売り込む計画です。１０月１１・１２日には、プロジェク
トの一環として初のイベント「さくあさマルシェ」をみど
りのひろば軽井沢で開催しました。レタスやリンゴ、「蓼
科牛」などを販売した他、老舗のおにぎり専門店「宿六」
（東京都）がブースを出展し、当ＪＡ産「コシヒカリ」を
使ったおにぎりも販売しました。野菜や果実、おにぎりに
はプロジェクトのために新たに作成した「佐久浅間産は濃
く甘く、力強い」と書かれたシールを貼り、産地をＰＲし
ました。

　当ＪＡ年金友の会は９月２９日、浅科御牧ゲートボー
ル場で第２６回佐久浅間年金友の会ゲートボール大会を
開きました。会員の交流と健康維持・増進が目的。１１
チーム５８人が参加し、２コートに分かれ勝ち点や得失
点で順位を競いました。競技の結果、協和チームが優勝
しました。また、出場者で９０歳以上の１２人が特別賞
を受賞しました。
優　勝＝　協　和チーム　（望月）
準優勝＝　佐久平Ａチーム（野沢）
三　位＝　桐の花チーム　（望月）

　「乳牛のオリンピック」と呼ばれ、１０年振りに開催さ
れる第１６回全日本ホルスタイン共進会に長野県代表と
して出場する佐久市の杉山三津枝さんと東御市の小林政
幸さんが１０月８日、本所を訪れ髙栁組合長が激励しま
した。９月２５日に小諸市で開催された長野県予選会で
杉山さんが未経産牛１頭、小林さんは経産牛２頭が選抜
されました。１０月２５・２６日に北海道で開催された全
日本ホルスタイン共進会では、杉山さんが１等賞８席、小
林さんは１等賞１席と１等賞８席を獲得しました。

　当ＪＡは９月１８日、佐久穂町と連携し東京都中央
卸売市場大田市場内の東京青果でトップセールスを行
いました。せりを控えた市場関係者や仲卸業者を前
に、高原野菜の産地である同町の佐々木勝町長と髙栁
組合長が最盛期であるブロッコリーやハクサイ、サ
ニーレタスなどをＰＲ。髙栁組合長は「安全で安心、
新鮮な野菜を近くからお届けできる地の利をいかし
てこれからも出荷をしていきたい」とあいさつしまし
た。

楽しく元気にＪＲ佐久平駅前で除幕式 全日本ホルスタイン共進会で
好成績を

佐久穂町と野菜をＰＲ

年金友の会ゲートボール大会ＪＡ佐久浅間㈱アメック

髙栁組合長が激励

東京青果でトップセールス

宿六のおにぎりを試食する髙栁組合長

熱戦を繰り広げた大会

あいさつする髙栁組合長と佐々木町長（左から3番目）ら

小林さん（左）と杉山さん（右）

大盛況のトラックセール
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ＪＡ女 性 会

手あらいうがい・食事・睡眠 日々の積み重ね・・・

　私は、風邪予防のためにして
いることが３つあります。まず
１つ目は出かけて帰って来たら
手あらいうがいをすることで
す。「ただいま」と帰ると「お
かえり。手あらいうがいをして
ね」と毎日言われます。２つ目
は３食しっかり食べることです。学校がある日の朝ご
はんはパンではなくごはんを食べて、はら持ちをよく
するようにと母が言っていました。３つ目はよく眠る
ことです。夜はなるべく９時までには眠り、朝は6時
半までには起きます。
　この3つのことをしているおかげで、今の所大きな
風邪をひいていません。

　佐久穂町に来て4年。寒さに
緊張した1年目、家にある温水
ヒーターを、これでもかとつけ
たところ、月の暖房費が８万円
に・・・。それからいろいろ工
夫をしました。窓リノベ補助金を利用して寝室に内窓
をつけたり。性能の良い加湿器もつけるようになりまし
た。ヒートテックを着込み、裏ボアの服を着るようにな
りました。そろそろ、かりんの季節。冬はシロップにし
て飲んでいます。
　風邪の予防は、日々の積み重ねだなあと感じます。こ
れからも、厳しくも美しい長野の寒さを味わっていきた
いと思います。

佐久市春日
佐藤 百華さん（10歳）

佐久穂町大日向
森川 奈央子さん（42歳）

「風邪の予防方法」

■お問い合わせ・お申し込み　企画総務部総務組合員課
　TEL 0267ー68ー1112   業務携帯 070ー4808ー7931まで

あさま地区（小諸・御代田・軽井沢支部）

地域貢献活動
軽井沢病院祭で豚汁サービスのお手伝い

今月の ご飯をおいしく楽しもう

　精米技術が発達した現代では、昔のように力を入れ
てお米を研ぐ必要はありませんが、肌ぬかを除去する
必要はあります。
　肌ぬかとは、精米したときにお米の表面に付着した
粘着質のぬかのこと。吸水を妨げたり食感を損なった
りする要因になります。
　肌ぬかを除去するためには、水に浸したお米を手で
さっと混ぜるなどお米を優しく洗う必要があります
が、濁りがなくなるまで何度も水を替えてしまうと、
お米本来の味わいを捨てることになってしまいます。
水が白く濁るのは除去された肌ぬかや水に流れたでん
ぷんによるもので、でんぷんはお米のおいしさです。
　では、何回ほど水を替えるのが良いのでしょうか。
何回目までが肌ぬかで、何回目からはでんぷんなの
か、替えた水をそれぞれ透明な容器に入れて検証しま
した。
　すると、3 回目の水までは白く濁って若干黄みが
かっている一方で、4 回目からは濁りが薄くなりまし
た。水を 1 日置くと、3 回目までの水は肌ぬかとみら
れる白い粉が底にたまっていましたが、4 回目になる

と底の粉が少なくなり、5 回目になると粉はほんのわ
ずかになり、6 回目は水が薄く濁りながらも粉がまっ
たくたまっていませんでした。
　この結果から、肌ぬかは水を 3 回ほど替えればほぼ
流すことができ、その後に水を白く濁らせているのは
水に溶け出たでんぷんだと推測できました。多少の濁
りはお米のおいしさなのです。ただし、肌ぬかの付着
度合いは精米のやり方によって変わります。ご飯の香
りや舌触り、つやなどを確認しながら洗い方の強弱を
調整することをお勧めします。
　若干の古米臭（酸化したぬかの香り）が気になる場
合は、肌ぬかが酸化し
ている可能性もありま
す。そんなときは普段
よりもほんの少ししっ
かり洗い、水を替える
回数を普段よりも 1 回
だけ増やしてみてはい
かがでしょうか。

今月のレシピ今月のレシピ

防災食講習会

地域貢献活動 軽井沢支部ほほえみ広場

悩み事相談を開催！
色々な話が聞けて
よかった

操作方法を知りたい
方は男女問わず
お申し込みください

暑かったぁ～
でもいい汗
かきました

期限間近の
クラッカーを
アレンジ

3 支部合同
龍神池・真楽寺散策

お米を洗い過ぎずに本来の味わいを楽しむ 米・食味鑑定士／お米ライター●柏木智帆

●参加費　無料　　●定　員　各回２０名
●持ち物　スマホ・筆記用具
※旧八千穂店　　　　　　　佐久穂町畑432ー1
　みなみ北部営農センター　佐久市三分366

おいしいよ～!!

肌ぬかは 3 回程度水を替えれば、
ほぼ流すことができます

『ＪＡスマホ教室』参加者募集 !!

12月 3日㈬
ＪＡ旧八千穂店
会議室

12月   9 日㈫
みなみ北部営農
センター会議室

期日・会場 時　間 内　　容

午前10時～

午後 2時～

午前10時～

午後 2時～

①基本編（60分）
インターネット検索ほか
②応用編（60分）
アプリのインストール、ＪＡアプリの導入
③基本編（60分）
初めてのスマートフォンほか
④応用編（60分）
アプリのインストール、ＪＡアプリの導入
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営
農
経
済
部
営
農
企
画
課

家
庭
菜
園

サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ

特
徴

　

サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
の
原
産
地
は
中
央
ア

ジ
ア
か
ら
中
近
東
、
地
中
海
沿
岸
に
か

け
て
の
地
域
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
マ

メ
科
の
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
は
、
野
菜
の
中

で
も
連
作
を
特
に
嫌
い
ま
す
。

　

発
芽
不
良
や
株
元
・
根
の
褐
変
枯
死

等
の
連
作
障
害
が
出
や
す
い
の
で
、
４

～
５
年
は
つ
く
っ
た
こ
と
が
な
い
土
地

を
選
ん
で
栽
培
し
ま
す
。

品
種

　

サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
の
代
表
は
「
絹
サ

ヤ
」
で
、
実
エ
ン
ド
ウ
の
代
表
は
「
グ

リ
ー
ン
ピ
ー
ス
」
で
す
。
ま
た
、
ス
プ

ラ
ウ
ト
（
発
芽
野
菜
）
の
一
種
「
豆
苗
」

は
エ
ン
ド
ウ
の
若
芽
を
摘
み
取
っ
て
食

用
に
し
ま
す
。

　

サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
の
品
種
は
、
サ
ヤ
の

大
き
さ
に
よ
っ
て
絹
サ
ヤ
品
種
と
大
サ

ヤ
品
種
に
分
け
ら
れ
ま
す
が
、
大
サ
ヤ

品
種
の
栽
培
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
最

近
で
は
、
青
実
を
肥
大
さ
せ
て
サ
ヤ
ご

と
利
用
す
る
ス
ナ
ッ
プ
品
種
の
栽
培
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

長
期
間
収
穫
で
き
る
作
型
に
適
し
た

節
間
の
長
い
「
三
十
日
絹
サ
ヤ
」
「
電

光
三
十
日
絹
サ
ヤ
」
な
ど
は
、
寒
地
や

寒
冷
地
で
栽
培
さ
れ
る
代
表
的
な
品
種

で
す
。

◦
絹
サ
ヤ
種
…
三
十
日
絹
サ
ヤ
・

　
　
　
　
　
　

電
光
三
十
日
絹
サ
ヤ
等

◦
ス
ナ
ッ
プ
種
…
ス
ナ
ッ
ク
・
グ
ル
メ
等

◦
実
エ
ン
ド
ウ
…
南
海
緑
・
久
留
米
豊
等

畑
の
準
備

　

石
灰
は
早
め
に
施
用
し
て
酸
度
矯
正

を
徹
底
し
ま
す
。
元
肥
10
㎡
当
た
り　

堆
肥
10
㎏
、
化
成
肥
料
５
０
０
ｇ
、
過

石
と
苦
土
肥
料
各
２
０
０
～
３
０
０
ｇ

を
施
し
ま
す
。

種
ま
き

　

春
ま
き
作
型
は
、
４
月
上
旬
か
ら
５

月
中
旬
ま
で
に
種
を
ま
き
ま
す
。
遅
ま

き
す
る
と
収
穫
中
に
暑
く
な
る
の
で
、

収
量
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

栽
植
距
離
は
、
床
幅
60
㎝
、
高
さ
10

～
15
㎝
の
畝
を
つ
く
り
ま
す
。
株
間
35

～
40
㎝
と
し
、
１
カ
所
に
４
～
５
粒
種

を
ま
き
、
２
～
３
㎝
覆
土
し
て
軽
く
鎮

圧
し
ま
す
。

栽
培
管
理

①
間
引
き

　

草
丈
７
～
８
㎝
頃
２
本
に
し
ま
す

（
引
き
抜
か
ず
ハ
サ
ミ
で
切
る
）
。

②
支
柱
立
て

　

エ
ン
ド
ウ
は
株
元
が
細
い
割
に
分
枝

が
多
く
風
に
振
り
回
さ
れ
や
す
い
の

で
、
つ
る
が
伸
び
は
じ
め
る
頃
ま
で
に

早
め
に
行
い
、
最
初
は
誘
引
し
ま
す
。

③
追
肥

　

１
回
目
は
開
花
直
前
か
ら
開
花
初
め

に
、
２
回
目
は
開
花
の
盛
り
に
、
化
成

肥
料
を
10
㎡
当
た
り
２
０
０
ｇ
ほ
ど
畝

の
肩
部
分
と
株
の
周
辺
に
施
し
ま
す
。

④
整
枝
・
誘
引

　

生
育
に
応
じ
て
枝
を
整
枝
し
な
が
ら

竹
や
ネ
ッ
ト
の
本
支
柱
に
誘
引
し
て
い

き
ま
す
。
整
枝
で
は
通
風
や
採
光
を
良

く
す
る
た
め
に
無
駄
な
枝
を
除
き
ま

す
。
エ
ン
ド
ウ
の
分
枝
数
は
品
種
や
播

種
期
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
枝
の

生
産
能
力
は
、
主
枝
、
下
節
位
分
枝
、

高
節
位
分
枝
の
順
で
、
早
く
発
生
し
た

枝
ほ
ど
生
産
能
力
が
高
い
た
め
、
主
枝

と
下
節
位
分
枝
を
有
効
に
利
用
し
て
能

力
の
高
い
枝
だ
け
に
し
、
高
節
位
分
枝

な
ど
は
除
去
し
ま
す
。

　

本
支
柱
が
１
面
張
り
の
場
合
、
ネ
ッ

ト
を
中
心
に
両
方
に
枝
を
分
け
ま
す
。

生
育
に
従
っ
て
20
～
30
㎝
ご
と
に
誘
引

用
テ
ー
プ
を
先
端
部
付
近
で
横
に
張

り
、
枝
の
乱
れ
や
垂
れ
下
が
り
を
防
ぎ

ま
す
。

⑤
主
な
害
虫
「
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
」

　

３
～
５
月
に
発
生
が
多
く
、
幼
虫
が

葉
内
に
潜
っ
て
葉
肉
を
食
害
し
、
幅
１

～
２
㎜
の
白
い
筋
を
付
け
る
た
め
「
エ

カ
キ
ム
シ
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
多
発

す
る
と
葉
全
体
が
白
い
筋
だ
ら
け
に
な

り
、
生
育
不
良
や
サ
ヤ
の
数
が
少
な
く

な
り
ま
す
。
発
生
初
期
に
農
薬
を
散
布

し
ま
す
。

⑥
主
な
病
害
「
う
ど
ん
こ
病
」

　

春
先
に
気
温
が
上
昇
し
て
生
育
が
進

む
と
、
葉
全
体
が
白
色
の
粉
を
振
り
か

け
た
よ
う
に
な
り
ま
す
。
発
病
す
る
と

防
除
が
難
し
い
の
で
、
定
期
的
に
殺
菌

剤
（
登
録
農
薬
）
を
散
布
し
ま
す
。

収
穫

　

絹
サ
ヤ
は
５
月
初
旬
か
ら
花
が
咲
き

は
じ
め
ま
す
。
花
が
枯
れ
て
サ
ヤ
が
10

㎝
に
な
っ
た
ら
収
穫
し
ま
し
ょ
う
。
サ

ヤ
の
中
の
実
が
膨
ら
み
だ
し
た
こ
と
が

目
で
見
て
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す

（
花
が
咲
い
て
か
ら
12
～
15
日
）
。

　

大
き
く
な
っ
た
も
の
は
グ
リ
ー
ン

ピ
ー
ス
と
し
て
利
用
し
ま
す
。
ス
ナ
ッ

プ
種
は
十
分
に
太
っ
た
サ
ヤ
を
収
穫
し

ま
す
。
実
が
大
き
く
な
っ
て
も
サ
ヤ
が

堅
く
な
ら
な
い
の
で
、
肉
厚
の
サ
ヤ
ご

と
食
べ
ら
れ
ま
す
。

ソ
ラ
マ
メ

　

ソ
ラ
マ
メ
は
低
温
性
植
物
で
、
春
ま

き
栽
培
の
場
合
、
収
穫
期
が
高
温
に
な

る
と
着
サ
ヤ
数
が
少
な
く
な
り
収
量
が

低
下
す
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
種

を
ま
き
ま
す
（
寒
冷
地
２
～
３
月
、
春

ま
き
に
好
適
種
を
使
用
）
。

種
ま
き

　

ポ
ッ
ト
育
苗
は
、
種
を
２
～
３
粒
、

オ
ハ
グ
ロ
を
斜
め
下
方
に
向
け
て
土
に

挿
し
込
み
、
種
の
尻
部
が
隠
れ
る
程
度

に
浅
く
覆
土
し
ま
す
。

　

春
ま
き
で
は
種
ま
き
時
期
が
低
温
な

の
で
、
直
ま
き
よ
り
ポ
ッ
ト
育
苗
を
お

勧
め
し
ま
す
。

畑
の
準
備
・
植
え
付
け

　

１
㎡
当
た
り
苦
土
石
灰
１
０
０
～

１
２
０
ｇ
、
完
熟
堆
肥
２
～
３
㎏
、
化

成
肥
料
１
０
０
ｇ
を
施
し
ま
す
。
畝
幅

１
２
０
～
１
５
０
㎝
、
株
間
40
～
50
㎝

を
標
準
と
し
ま
す
。
本
葉
２
枚
の
頃
に

植
え
付
け
ま
す
（
４
月
上
旬
頃
）
。

害
虫
防
除

　

ア
ブ
ラ
ム
シ
が
付
き
や
す
く
、
ウ
イ

ル
ス
を
伝
播
す
る
の
で
、
早
め
に
殺
虫

剤
を
散
布
し
て
防
ぎ
ま
す
（
シ
ル
バ
ー

フ
ィ
ル
ム
な
ど
を
畝
面
に
マ
ル
チ
し
て

お
く
と
良
い
）
。

収
穫
（
７
月
上
旬
頃
か
ら
）

　

天
を
向
い
て
い
た
サ
ヤ
が
豆
の
重
み

で
垂
れ
下
が
り
、
背
筋
が
濃
褐
色
に

な
っ
て
光
沢
が
出
は
じ
め
た
頃
が
収
穫

の
適
期
で
す
。
サ
ヤ
を
触
っ
て
大
き
な

豆
が
確
認
で
き
た
も
の
か
ら
収
穫
し
ま

し
ょ
う
。

サヤエンドウ・ソラマメ
エンドウは、サヤを食べる絹サヤ（サヤエンドウ）、サヤの中の実
を食べるグリーンピース（実エンドウ）、サヤと実を食べるスナッ
プエンドウ、新芽を食べるトウミョウ（豆苗）があります。エンド
ウは丈夫でつくりやすく、種まきの時期をしっかり守れば栽培方法
は難しくないので、家庭菜園にお勧めです。ソラマメは、若いサヤ
が天を向くように実るから「空豆」とも書きます。鮮度が落ちやす
く、期間限定の旬の野菜です。

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月
種まき

夏まき
春まき

春（ハウス）
春まき

ソラマメ

エンドウ
収獲

定植

支柱竹の場
合はネット
かポリテー
プをつける

ポリテープ

目の粗い
ネット

種子をまき、覆土し
たあと軽く手のひら
でおさえておく

種はおはぐろが斜め
下に向くようにまく

葉

おはぐろ

おはぐろ 根

3〜4cm

直まきの場合
1 カ所に 4 〜 5 粒
種子をまく

35 〜 40cm

太さや実どり
さやにしわが
出はじめ、子
実の太りが目
立ってきた頃

スナック
子実が太っ
てきた頃。
さやがみず
みずしいう
ちに

キヌサヤ
子実のふく
らみが見ら
れるように
なった若さ
やのうちに

【
水
田
用
分
析
10
項
目
の
内
容
】

●
㏗
、
Ｃ
ｅ
Ｃ
、
交
換
性
石
灰
、
交
換
性
苦
土
、

交
換
性
加
里
、
可
給
態
り
ん
酸
、
り
ん
酸
吸

収
係
数
、
可
給
態
け
い
酸
、
遊
離
酸
化
鉄
、

易
還
元
性
マ
ン
ガ
ン

【
畑
地
用
分
析
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
セ
ッ
ト
の
内
容
】

■
Ａ
セ
ッ
ト
（
基
本
セ
ッ
ト
８
項
目
）

●
㏗
、
Ｃ
ｅ
Ｃ
、
交
換
性
石
灰
、
交
換
性
苦
土
、

交
換
性
加
里
、
可
給
態
り
ん
酸
、
り
ん
酸
吸

収
係
数
、
ｅ
Ｃ

■
Ｂ
セ
ッ
ト

　

（
基
本
セ
ッ
ト+

微
量
要
素
の
16
項
目
）

●
基
本
Ａ
セ
ッ
ト
に
加
え
、
腐
食
、
ア
ン
モ
ニ

ア
態
窒
素
、
硝
酸
態
窒
素
、
可
給
態
鉄
、
可

給
態
マ
ン
ガ
ン
、
可
給
態
ほ
う
素
、
可
給
態

亜
鉛
、
可
給
態
銅

■
Ｃ
セ
ッ
ト

　

（
基
本
セ
ッ
ト+

窒
素
・
腐
食
11
項
目
）

●
基
本
の
Ａ
セ
ッ
ト
に
加
え
、
腐
食
、
ア
ン
モ

ニ
ア
態
窒
素
、
硝
酸
態
窒
素

【
採
土
時
期
】
「
田
畑
は
、
ま
さ
に
今
！！
」

●
水
田
は
刈
取
直
後
で
畑
地
は
収
穫
直
後
、
果
樹

園
に
関
し
て
は
礼
肥
前
（
７
月
上
旬
〜
８
月
下

旬
）
が
適
期
で
す
。

土
も
生
き
物
、
年
に
一
度
の
健
診
を

土
壌
診
断
の
ス
ス
メ

■
土
壌
診
断
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　

お
近
く
の
Ｊ
Ａ
営
農
セ
ン
タ
ー

　

ま
た
は
資
材
店
舗
へ

診
断
結
果
は
、
数
値
で
見
え
る
化
。
見
や
す
い

チ
ャ
ー
ト
で
余
分
な
施
肥
を
控
え
て
低
コ
ス
ト

に
。
足
り
な
い
成
分
を
補
給
し
て
高
品
質
な
農

産
物
生
産
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。【水田用】…1,870円（10項目）

【畑地用A・B・Cセット】
　Ａセット…1,210円（ 8項目）
　Ｂセット…3,410円（16項目）
　Ｃセット…1,980円（11項目）

『土壌診断のご案内』
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栗
が
豊
作
で
し
た
。
渋
皮
煮
を
つ

く
り
ま
し
た
。
お
い
し
く
食
べ

る
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
ね
。

し
い
ち
ゃ
ん
（
東
御
市
）

稲
作
の
収
量
が
こ
の
10
年
で
一
番

の
量
で
、
米
価
の
高
値
の
年
に

最
高
の
喜
び
で
す
。

ヒ
デ
爺
（
佐
久
市
）

我
が
家
の
周
辺
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
で
は
、
山
栗
が
た
く
さ

ん
落
ち
て
い
た
り
キ
ノ
コ
が
生
え
た

り
ア
ケ
ビ
が
熟
し
て
い
た
り
・
・
・

素
朴
な
野
の
花
を
摘
め
た
り
楽
し
み

が
た
く
さ
ん
。
田
舎
だ
な
ぁ
と
思
い

ま
す
が
、
幸
せ
だ
な
ぁ
と
日
々
思
っ

て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

ス
ナ
フ
キ
ン
（
立
科
町
）

今
年
の
渋
柿（
蜂
谷
柿
）は
凶
作
で

し
た
。
２
本
の
渋
柿
に
数
十
個

ほ
ど
し
か
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
今

年
の
猛
暑
で
異
変
が
起
こ
り
ま
し
た
。

生
っ
た
実
が
次
々
と
樹
生
り
で
真
っ

赤
に
な
り
は
じ
め
、
渋
柿
で
は
な
く

甘
柿
と
し
て
食
べ
ら
れ
と
て
も
美
味

し
い
柿
と
な
り
ま
し
た
が
、
丸
干
し

や
切
干
の
加
工
が
出
来
な
い
年
と
な

り
ま
し
た
。花

好
き
ば
あ
ち
ゃ
ん
（
佐
久
市
）

ち
ょ
っ
と
涼
し
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
夏
の
間
動
か
な
か
っ
た
私

も
ボ
ツ
ボ
ツ
畑
に
出
ま
す
。
怠
け
て

い
た
罰
？ 

草
も
野
沢
菜
も
区
別
が
つ

か
な
い
！ 

少
し
ず
つ
頑
張
り
ま
す
。

百
日
草
Ⅱ
（
佐
久
市
）

稲
刈
り
で
ひ
と
休
み
し
て
い
た
ら

隣
り
の
田
に
シ
ラ
サ
ギ
が
１
羽

ゆ
っ
く
り
と
こ
ち
ら
を
見
な
が
ら
歩

い
て
い
ま
し
た
。
５
年
前
に
は
２
羽

で
空
を
飛
ん
で
い
た
の
に
・
・
・
。

ど
ん
ぐ
り
（
小
諸
市
）

稲
刈
り
を
終
え
、
脱
穀
を
し
ま
し

た
。
精
米
を
し
て
新
米
を
食
べ

る
の
が
楽
し
み
で
す
。

カ
ズ
（
佐
久
市
）

熊
の
出
没
・
被
害
が
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
が
、
暗
闇
を
歩
い
て

い
る
と
河
原
の
草
の
中
で
ゴ
ゾ
ゴ
ソ

と
音
が
し
、
い
つ
も
ド
キ
ド
キ
し
ま

す
。
鳥
や
猫
だ
っ
た
り
す
る
事
も
あ

り
ま
す
が
、
も
し
熊
だ
っ
た
ら
ど
う

し
よ
う
。
遭
遇
し
た
時
の
心
得
は
聞

い
て
い
ま
す
が
、
い
ざ
と
な
っ
た
ら

出
来
る
で
し
ょ
う
か
・
・
・
不
安
。

プ
ー
さ
ん
（
佐
久
市
）

赤
紫
蘇
が
た
く
さ
ん
と
れ
ま
し

た
。
こ
の
夏
は
赤
紫
蘇
ジ
ュ
ー

ス
を
い
っ
ぱ
い
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
味

は
ま
る
で
黒
ウ
ー
ロ
ン
茶
の
よ
う
で
し

た
。
さ
っ
ぱ
り
し
た
味
で
お
い
し
か
っ

た
。
暑
か
っ
た
夏
を
元
気
に
の
り
切
れ

た
要
因
の
一
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
来

年
の
夏
ま
で
・
・
・
赤
紫
蘇
ジ
ュ
ー
ス

我
慢
。

り
ん
ご
ち
ゃ
ん
（
立
科
町
）

朝（佐久市）

孫
達
と
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
を
し
ま

し
た
。
干
し
芋
と
大
学
芋
に
し

て
ほ
し
い
と
い
う
の
で
、
無
駄
に
し

な
い
よ
う
使
い
切
ろ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

は
な
ち
ゃ
ん
の
ば
あ
ば
（
佐
久
市
）

７
、
８
年
位
前
ま
で
お
米
を
つ

く
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
苗
か

ら
刈
り
取
り
ま
で
Ｊ
Ａ
に
委
託
し
て

い
た
の
で
、
本
当
に
売
っ
て
収
入
と

い
う
の
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で

や
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
や
っ
て

い
た
ら
ど
う
な
っ
た
と
・
・
・
昔
話

を
語
る
日
々
で
す
。

リ
リ
ー
チ
ャ
ン
（
佐
久
市
）

今
年
3
月
に
長
年
疑
問
だ
っ
た

ミ
ョ
ウ
ガ
の
株
分
け
を
自
己
流

で
お
こ
な
っ
た
所
、
た
ま
た
ま
10
月

号
の
便
利
帖
に
載
っ
て
い
た
通
り
で

嬉
し
か
っ
た
で
す 

近
年
に
な
い
丸
々

と
し
た
ミ
ョ
ウ
ガ
が
収
穫
す
る
事
が

出
来
ま
し
た
。

山
野
草
（
佐
久
市
）

今
年
の
サ
ン
マ
は
大
き
く
て
脂
が

の
っ
て
い
て
、
久
し
ぶ
り
に
お

い
し
い
サ
ン
マ
を
頂
け
た
。
私
の
子

供
の
頃
は
亡
き
父
、
母
が
庭
に
七
輪

を
出
し
て
焼
い
て
く
れ
た
。
骨
ま
で

食
べ
ら
れ
て
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
。

今
で
は
見
ら
れ
な
い
光
景
だ
が
、
と

て
も
な
つ
か
し
い
思
い
出
。

ア
ッ
コ
（
佐
久
市
）

黄
金
色
の
ジ
ュ
ー
タ
ン
の
よ
う

だ
っ
た
田
ん
ぼ
は
、
あ
っ
と
い

う
間
に
刈
り
取
ら
れ
、
朝
晩
寒
く
な
っ

て
く
る
と
淋
し
い
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
リ
ン
ゴ
、
キ
ノ
コ
、
新
米
な

ど
味
覚
の
秋
、
お
い
し
い
も
の
を
た

く
さ
ん
食
べ
て
元
気
が
出
ま
す
。

か
ず
え
さ
ん
（
立
科
町
）Ｋ.ばあば（御代田町）

ピー子ちゃんのママ
（佐久市）

シュウメイギク（佐久市）

プルーン（御代田町）

サザエ（佐久市）

私の一句・一首、クイズの答え
お便り、イラスト・写真など
私の一句・一首、クイズの答え
お便り、イラスト・写真など

①クイズの答え
②身近な情報や出来事
  （イラスト・俳句等）
③10・11ページ
　「遊ｙｏｕポスト」の
感想
④〒・住所・氏名・
　年齢・電話番号・
　ペンネーム

●記載された個人情報は、広報誌の編集およびプレ
ゼント発送等を目的とし、それ以外には一切利用い
たしません。
●１人１枚を有効とします。
●お送りいただいたハガキ・イラスト・写真等は返
却いたしません。
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こちらの
QRコード
からも応募
できます

二重マスの文字を順に並べてできる言葉
は何でしょうか？
答えを下記のあて先までお送りください。
◇◆ヨコのカギ◆◇
①育つこと。七五三は子どもの○○○○○祝う行事

です
②○○○○果敢に若武者が戦う
③江戸時代のタクシーです
④秋の山を彩ります
⑥「豚」の音読み。○○カツ
⑨金属の輪を長くつないで作ります
⑪旅先の体験を書き綴ったもの
⑬平安貴族の乗り物。モーと鳴く動物が引きます
⑮よく晴れた日の、夕日の色といえば
⑰佐渡島にはこの鳥の保護センターがあります
⑲ギターに張ります

◇◆タテのカギ◆◇
②川辺や海岸で見られる冬鳥。東京都民の鳥です
⑤熱海と並んで有名な、伊豆半島東部の温泉地
⑦分別して出します
⑧雄弁は銀、○○○○は金
⑩陶器よりも高い温度で焼きます
⑫耳の長い動物
⑭天高く○○肥ゆる秋
⑯暦の上ではこの日から冬
⑱櫛

くし

の材料によいとされる木
⑳『源氏物語』の作者は紫○○○です
� SL とも呼ばれる蒸気○○○○○

●締切11月26日㈬（消印有効）

先月号の答えは 

『タマイレ』
でした。

応募総数 87 通
●「JAHOO クイズ」当選者
　の発表は、プレゼントの発
　送をもってかえさせていた
　だきます。ご了承ください。

私
の
一
首

き
の
こ
と
り
足
を
と
ら
れ
て
か
ご
は
か
ら

Ｔ
子
（
佐
久
市
）

刈
り
終
え
て
稲
架
作
り
つ
つ
稲
並
べ

花
木
槿
（
佐
久
市
）

名
月
や
雲
ぬ
ぎ
松
の
庭
照
ら
す

竹
（
東
御
市
）

亡
き
母
と
歩
い
た
道
が
懐
か
し
き

パ
ン
ジ
ー
（
東
御
市
）

倒
状
の
刈
っ
て
も
ら
え
ぬ
稲
田
か
な

ペ
ー
タ
ー
（
佐
久
穂
町
）

式
部
の
実
枝
垂
る
る
程
に
実
の
つ
き
て

Ｆ
・
Ｆ
（
軽
井
沢
町
）

赤
と
ん
ぼ
ぐ
る
り
と
ま
わ
る
池
の
上

Ａ
・
Ｍ
（
佐
久
穂
町
）

天
澄
み
て
林
檎
の
匂
ふ
立
科
よ

か
ほ
（
佐
久
市
）

そ
よ
風
や
二
連
ト
ン
ボ
の
群
れ
が
舞
う

ね
こ
（
佐
久
市
）

山
裾
や
朝
も
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★クイズ正解者の中から
　抽選で 3 名の方に
 「長野県産 生切り餅２㎏
　（１㎏ × ２袋入）」
　を差し上げます。
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監事会　10 月 24 日 / 報告事項

①子会社監査役からの諸報告について
②常勤監事からの諸報告について
③９月内部監査実施状況報告について
④令和７年度期中決算監事監査処理顛末について

理事会　10 月 24 日開催
決議事項
第１号議案　ディスクロージャー（半期開示）について
第２号議案　定年延長について
第３号議案　立科有線放送施設更新準備積立金の取崩

しについて
第４号議案　立科有線事業終了に伴う対応について
第５号議案　お客様本位の業務運営に関する取組方針

の改正について
主な報告事項
①９月末部門別損益計算書について
②訴訟等事案について
③遊休資産の対処について
④リスクマネジメントについて

⑤有価証券の購入について
⑥ＪＡ営農経済事業の成長効率化プログラムの進捗に

ついて
⑦食肉処理施設の今後の対応について
⑧内部監査実施状況について
⑨令和７年度８月末期中決算監事監査結果報告書につ

いて

休日・夜間緊急連絡先

相談・苦情受付ダイヤル

営業時間外の連絡時にご利用ください
■キャッシュカード・貯金通帳・印鑑の紛失
　　  0120－02－4040
　※受付：月曜～金曜  17時～翌朝8時  土日祝日 24時間
■自動車事故（ＪＡ自動車共済）

　　  0120－258－931 ※受付：24時間365日

当ＪＡ各事業に関する相談・苦情を受付します

　　  0120－677－882

ジコは   クミアイ

※時間：9～17時 土日祝日を除く

各種相談会のご案内
■相談日 12月 9日㈫ 北大井店
　　　　  16日㈫ 佐久野沢支所
■相談役　ＪＡ長野信連 社会保険労務士 前田 純
■お申し込み　支所金融窓口または本所金融部
　　　　　　　 TEL 0267-67-0610（本所金融部）

■相談日　12月19日㈮ 　午後1時30分～午後5時
　場　所　本所2階201
■お申し込み　農家経営支援対策チーム
　TEL 0267-68-1114　FAX 0267-68-1928
　お申し込み締め切り　12月12日㈮  　
※開催日、場所等が変更になる場合があります

年金相談

営農・就農相談

長期間にわたりご不便・ご
迷惑をおかけしておりまし
たが、このたびリニューア
ルオープンいたしました！
明るくなった店内にぜひご
来場ください！

日頃の感謝を込めてお客様感謝フェアを開催
しています。愛車無料点検（予約制）やタイヤ
大商談会のほか、ご来場特典などをご用意し
ております。ぜひご来場ください！
●期　間　１１月の平日限定
●時　間　午前１０時～午後４時
●店　舗　オートパル さく・みなみ・あさま・しらかば
■お問い合わせ
　㈱オートパル佐久浅間　各自動車センターへ

組合員の資産管理と知識向上にお役立ていただきたいと思
い開催します。大勢の皆様のご参加をお待ちしております。

●日　時　11 月 20 日㈭  午後 6 時 30 分より
●場　所　JA 本所 4 階 401 会議室（佐久市猿久保 882）
●内　容　①相続税法の仕組み及び改正点等について
　　　　　②遺言書作成について
●講　師　JA 佐久浅間㈱アメック
　　　　　契約税理士　原 正則 氏
●参加料　無料　　　　●持ち物　筆記用具
●申込締切　11 月 18 日㈫
■お問い合わせ・お申し込み先
　JA 佐久浅間株式会社アメック
　佐久市猿久保 882　ＪＡ佐久浅間本所北館 1 階
　TEL 0267 ー 68 ー 1395　FAX 0267-68-7208
　HP：https://www.ja-amecc.co.jp/

オートパルしらかば  リニューアルオープン

「お客様感謝フェア」開催中！！

相続税セミナー開催について

㈱オートパル佐久浅間よりお知らせ

フォトコンテスト応募締切迫る

ヘルシーテラス感謝祭を開催します
一年のご愛顧に感謝し、ヘルシーテラス佐久南感謝祭
を開催いたします。青果物、越冬野菜の特売、野菜の
詰め放題など盛りだくさんで企画しています。
詳細はホームページまたは Facebook へ
●開催日　12 月 6 日㈯・7 日㈰
●時　間　午前 9 時〜（商品が終わり次第終了）

■お問い合わせ
　道の駅ヘルシーテラス佐久南 TEL 0267 ー 78 ー 3383
　営業時間　午前 9 時〜午後 6 時

ＪＡ佐久浅間２５周年記念
ありがとうキャンペーン第２弾

だるま貯金２０２５

●期　　間　令和８年１月３０日㈮まで
●取扱商品　スーパー定期貯金　大口定期貯金
●対　象　者　個人の方　●預入期間　１年または３年
●条　　件　新規預入
●特典概要　店頭表示金利プラス最大で０.３％上乗せ
■詳しくはホームページ
　または、お近くのＪＡ支所・店金融窓口へ

第 26 回ＪＡ佐久浅間フォトコンテストの応募締切が
間近となりました。みなさまの力作をご応募ください。
◦テーマ　「魅力ある佐久浅間の農業・自然・暮らし」
◦募集締切　１１月２８日㈮
◦応募は当ＪＡ組合員（正・准）本人に限ります。銀塩

プリントで四つ切りサイズで応募してください。
　必要事項を記入し、作品裏面に貼付して提出してく

ださい。応募用紙はホームページから印刷が可能で
す。詳しくは応募用紙をご確認ください。

■お問い合わせ
　企画総務部総務組合員課　TEL 0267 ー 68 ー 1112

ＪＡ佐久浅間フォトコンテスト 検索

本年度より増刊号として
家計簿のみの販売をします

「家の光」増刊号（11月 1日発行）

2026 年
家の光

「家の光」12月号に別冊付録としては付きません

定価 660円（税込）

家計簿（日記付き）

第 7 回  　　　　 　コンテスト

●開催日：１２月６日㈯　１０時３０分〜１２時３０分
●場　所：佐久穂町生涯学習館「花の郷・茂来館」
●入場料：無料
■お問い合わせ　営農経済部米穀畜産課　TEL 0267ー68ー1117

コンテストに行ってうまい米を当てよう !!
佐久穂町イメージ
キャラクター
しらかばちゃん

〜最終審査のお米を試食してズバリ当てた方にはＪＡオリジナル商品をプレゼント〜
（試食は先着５０名）

10 時～12 時までの間
さくさく米・望月高原のむヨーグルトなど
当ＪＡ農産物の即売会を行います !!

●期　　間　令和８年１月３０日㈮まで
●取扱商品　スーパー定期貯金　大口定期貯金
●対　象　者　個人の方　　
●預入期間　１年以上
●預入金額　５０万円以上の新規預入
　　　　　　「開運福だるま」を贈呈します
■詳しくはホームページ
　または、お近くのＪＡ支所・店金融窓口へ

開催中
!

開催中
!

ＪＡ佐久浅間 家の光大会・記念講演会
◦日　時　12 月 18 日㈭　午後１時〜４時
◦場　所　ＪＡ本所４階 401 会議室（佐久市猿久保 882）

◦内　容　第１部　永年愛読者表彰
　　　　　第２部　記念講演会
　　　　　〜熊本地震の経験から学ぶ
　　　　　　家族を守る本当に役立つ『防災収納』〜
◦講　師　家の光 2025.12 月号掲載記事の著者
　　　　　防災収納インストラクター　松永 りえ 氏
◦参加費　無料
◦持ち物　本人用飲み物、資料を入れる袋、
　　　　　家の光２０２５. １２月号

　参加者には防災用ボトルをプレゼント！
■お申し込み・お問い合わせ　ＪＡ各支所・店または
　企画総務部総務組合員課　TEL 0267 ー 68 ー 1112
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■ご注文・お問い合わせは、お近くのＪＡ営農センターまで
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わたしたちＪＡグループは、

「持続可能な開発のための２０３０アジェンダ」に賛同し、

その達成に向けて、事業・活動に取り組みます。

リンゴ農家３代目の今井裕之さんは「ふじ」「シナノスイート」
「つがる」など５品種の栽培に取り組んでいます。
高校生の時に『祖父の代から栽培しているリンゴを途絶えさせる
わけにはいかない』と就農を決意し、県農業大学に進学しまし
た。卒業と同時に就農し今年で２年目。１.４ｈａの圃場で両親
らの指導で昨年は約３０ｔ出荷しました。着色を良くする葉摘み
作業は「実を直接日光にあてない」「周りの葉をとり除き一気に
色を付ける」「ミツの入りを良くするために実の先に葉を残す」
など品種によって作業方法が違うため注意しながら作業をしてい
ます。
今井さんは「省力化で栽培できる方法を追求しながら、環境変化
に順応できる技術を身につけ、リンゴの産地を守っていきたい」
と話しています。

立科町牛鹿　今井 裕之さん（22）
リンゴの産地を守っていきたい


